









































































































環 境 構 成








 　　　　　《専攻科 2 年生のインターンシップ記録》　　　　　　　　　　　　　《1 年生の記録》






































生命の保持 情緒の安定 健康 人間関係 環境 言葉 表現 食育
2 年生　A 幼 31 28 61 43 67 17 43 13 303
2 年生　B 保 14 27 29 36 65 37 27 16 251
2 年生　C 保 20 18 15 11 14 11 12 13 114
2 年生　D 保 14 13 30 17 35 16 25 15 165
1 年生　E 幼 10 39 27 87 41 58 46 9 317
1 年生　F 保 13 12 14 25 17 27 34 16 158
1 年生　G 幼 3 34 11 30 15 10 12 12 127
合　計 105 171 187 249 254 176 199 94 1435
（図　4）　《平成 27 年度　学生のインターンシップ記録記述内容の傾向》


























れている。幼稚園の場合は教育に関する記述内容が多い。3 歳から 5 歳児の個～集団への萌芽の時期に人間関
係や環境に係る記述が多くなり、子どもとの関わりや援助の方法が書かれている。考察部分は学生の個人的な
感情でなされている場合が多く、1 年次から 2 年次に進むにつれて、子どもの生活の読み取りが理論づけされ
ていく傾向にある。本年度は授業内で、学生なりの課題を持ちこむ事が少なく、主体的に実践できていない反
省がある。インターンシップ記録内容が質・量共に充分であったのは学生 D であり、次いで学生 E であるが
学生 D の記述合計は 165 となっている。学生 D の記述内容は視点が絞られ園の環境保育重視の傾向が反映さ
れている。

























　　第 2 回専蝶会　平成 28 年 2 月 27 日（土）1 部　PM3：00 ～ 5：30　長崎短期大学第三合同
　　　　　　　　　参加者 17 名（在学生 7 名　卒業生 10 名）





【保育記録】　ポストイット　データ（33 枚より）　　　　　　　＋イメージ 14 枚　　－イメージ　19 枚
Ａ　書類が多すぎて眠る暇がない（日案・月案・保護者への便り）Ｋ　記録を書くことで気づく事が多い
Ｂ　遊びの繋がりや子どもの考えが見えてくる（関係 3 枚） Ｌ　毎日の自分の保育の振り返りができる（関係 5 枚）





Ｈ　毎日継続して書くのが大変（関係 4 件） Ｒ　書き方が難しくてわからない
Ｉ　表現力が問われる Ｓ　記録を分野に分けるのが大変
Ｊ　自由保育だとその子が 1 日何をしたかわからない Ｔ　意味のある記録か？
等
【記録の活用】　ポストイット　データ（22 枚より）　　　　　　＋イメージ 16 枚　　－イメージ　6 枚
Ａ　保育の改善につながる Ｋ　日記感覚であったことを残す感じでもよかった？
Ｂ　この子少し怪しい！と思った時に見ることができる Ｌ　スムーズに進級できる











【保育センス】　ポストイット　データ（52 枚より）　　　　　　＋イメージ 14 枚　　　－イメージ　19 枚

















































































（図　7）　■ ＋ イメー ジ　　■ － イメー ジ


























































































　専蝶会実施後、平成 28 年 3 月 2 日（水）専攻科 2 期生が就職している「国立 O 大学附属幼稚園」を訪問した。































・文部科学省　キャリア教育とは何か　　第 1 章　第 2 節
・文部科学省　幼稚園教育指導資料第５集「指導と評価に生かす記録」第 3 章
・「対話と保育実践のフーガ」加藤 繁美　ひとなる書房
・幼保連携型認定こども園「教育・保育要領に基づく　自己チェックリスト」保育総合研究会　世界文化社
